福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	北陸と周辺における欧州共通の紅斑熱群病原体R. helveticaの意義

	発表学会名
	第26回北陸病害動物研究会

	発表者名
	石畒　史、高田伸弘（福井大学・医学部）

	発表日時
	平成２０年６月７日

	発表内容
	2005～2007年に取立山および赤兎山など福井県の７ヶ所でマダニを採集した。マダニ相は地域により異なるものの、６種計132個体が得られ、ヒトツトゲマダニ（Im）のみで冠山の1/4および経ヶ岳の1/1から紅斑熱群リケッチアが得られ、R. helvetica（Rh）と同定された。以前に、百里ヶ岳のImからRhの分離があるので、福井県では患者が感染したと考えられた荒島岳を含めて、計４地域のImからRhが分離されたことになる。
北日本ではシュルツェマダニからRhの分離報告もあることから、中部以北では、Rh感染による紅斑熱の潜在には留意を要すると思われた。　　



